
３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　公立の義務教育諸学校等施設の老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

本市教育委員会事務局内において事後評価を実施

　施設整備計画の目標は、達成することができた。
　災害時に避難所としても活用される学校トイレの老朽化に伴い、洋式化やバリアフリー化、臭気対
策や給排水管の更新等の改修工事を小学校5校、中学校1校で実施し、学校環境の向上を図る事
ができた。
　小学校給食室空調設備改修事業（北小学校、柳瀬小学校、東所沢小学校）は、空調設備のない
小学校給食室に空調設備を設置することで、労働者の健康、安全の確保など職場環境の改善を図
る事ができた。
　施設整備計画の目標である「47校各学校からのインターネット回線環境整備」に関しては、学習環
境の質的向上において大きな効果をあげることができた。
今後は、これらの学習環境の有効活用を効果的効率的に図っていくものである。

令和４年８月３１日　評価結果を決定



（２）　地震、津波等の災害に備えるための整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　防犯対策など安全性の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

　小学校5校（北小学校、荒幡小学校、北中小学校、東所沢小学校、和田小学校）及び中学校1校
（所沢中学校）について、学校トイレの洋式化、バリアフリー化等の改修を行った。
　小学校給食室（北小学校、柳瀬小学校、東所沢小学校）について、空調設備を設置し、安全な学
校給食提供、衛生管理の向上を図ることができた。
　各学校における現状の通信回線ではボトルネックが生じ、アクセスのレスポンスが低下し授業に支
障をきたしていたが、各学校から直にインターネットへ接続するための通信回線を整備することで、
学習環境の向上を図ることができた。

山口中学校の擁壁の安全性を高めるための改修及び補強工事を完了した。
これにより、防災機能の強化を図ること及び生徒・教職員等を事故から防ぐことで、安全・安心な学校
環境の改善に貢献した。


